



























































































































































































































































　「① AB//DC かつ ④ AD=BC」，「③ AB＝DC かつ ⑤ ∠A=∠C」，

































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 46 号（2019 年 11 月 29 日）
とが望ましい。またこの条件は，学習の汎用性を考えてもあえて定理の形で条件とし
て扱うまでの必要性はない。
　（7）（サ）　「1組の対角が等しく，かつ等しい対角を結ぶ対角線は他の対角線を2等分
　　　する」
等しい対角と対角線の位置関係を指定していることで複雑な条件となっている。（オ）
同様，汎用性にも乏しい。表現の複雑さからも定理の形で条件として扱うべきではな
い。
　以上から，教科書に示されている5組の条件と，（3）（エ）「1組の対辺が平行で，かつ1
組の対角が等しい」は，条件として扱う価値を有しているものと考える。ただし，他の2
条件を含め，授業では生徒が発見し証明まで検討した条件については，それらをまとめ「本
校における平行四辺形になるための条件」と扱うなどし，生徒に達成感をもたせたい。
　これまでの一連の学習により「平行四辺形になるための条件」の全容について考察する
ことができる。この一連の取り組みが生徒に論理的な思考力を育成することになる。
９　まとめ
　本研究の目的は，中学校第2学年「平行四辺形になるための条件」の学習において，教
材の持つ数学的な価値を最大限に生かし，生徒の論理的な思考力を高める授業を工夫する
ことにある。条件を与えられ証明する学習から，条件となりうる候補を自分たちが考え，
その候補を精査すること，さらに精査した条件について検討し証明や反例をあげるという
一連の授業展開について考察を行った。また，指導にあたってはグループ学習や各グルー
プによる発表の機会を設定することなどで，アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた
指導のあり方について提示した。指導者が，教材の価値を意識し指導目標を明確にした授
業を工夫することで，それぞれの指導過程で生徒に主体的に課題に取り組ませ，論理的な
思考力を高めることが期待できる。
　反例については図形ソフトを使用し動的に考察することで，「平行四辺形とはならない
特別な条件」に関する提案とそのことから一定の条件を付加することで「平行四辺形にな
るための条件」となる2条件について提示した。
　今後の課題として「平行四辺形になるための条件」については，本稿で示した反例の限
─ 95 ─
中学校数学科教育において教材の価値を生かした指導
界についてさらに検証することも考えたい。また，本研究による授業を実践するには，授
業時間の確保が必要である。その際には学習事項に軽重をつけることを含め授業計画の詳
細についての検討が求められる。あわせてグループ学習や課題の発表において，期待する
学習効果をあげるための具体の手立てについても検討を要する。
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